



































（náonáo） とも呼ばれる。一説によれば，“猱” は “母猴” や “沐猴” の異名を持つ “獼猴”
（アカゲザル），“猱” は “猱猴”（テナガザル）だといい，“猱” の方は殷代に狩猟の対象と
されていた。この “夒” と “猱” の古字は形が似ている上，読みも同じなので混同されや
すいが，若干の違いがある。まず字形に着目すると，“夒” は手の平が上向き，“猱” は下
向きで，さらにほとんどの場合，前者は立ち姿，後者は座った姿で描かれた。これらの字
は用法も異なり，“夒” は “高祖夒” なる殷王朝の始祖の名に当てられ，一方の “猱” は狩
りの獲物を表し，“獲猱”（猱狩り）という言葉もあった。とはいえ，これらの字はどちら
も同時期の「猴」の字と酷似していることから，「猴」の字が作られた当初はこれらのサル
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